
櫛
引
地
域
の
た
ら
の
き

代
地
内
に
、
民
間
企
業
に

よ
る
大
規
模
な
産
業
廃
棄

物
焼
却
処
理
施
設
の
新
設

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

計
画
し
て
い
る
の
は
、

同
地
内
で
産
廃
焼
却
処
理

事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る

(

株)

管
理
シ
ス
テ
ム
（
本

社
・
酒
田
市
）
の
鶴
岡
支

店
「
ア
ー
ル
・
イ
ー
・
シ

ー
」
で
、
現
在
の
６
倍
規

模
で
新
た
に
設
置
す
る
計

画
で
す
。

現
施
設
は
住
民
の
反
対

の
声
あ
っ
た
が
強
行

現
在
の
処
理
施
設
は
、

２
０
０
４
年
（
平
成

）
16

３
月
に
工
事
着
手
、

年
05

（
平
成

）
９
月
に
事
業

17

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

建
設
前
に
は
地
元
住
民

の
反
対
の
声
が
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
が
、
県
の
許

認
可
が
あ
り
、
強
行
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
社
は
２
０

１
０
年
（
平
成

）
２
月

22

に
秋
田
県
と
宮
城
県
の
産

廃
収
集
処
分
業
の
許
可
を

取
得
し
、
収
集
範
囲
を
広

げ
て
い
ま
す
。

説
明
会
を
「
焼
却
炉
更

新
」
で
開
催
通
知

地
元
住
民
に
対
す
る
会

社
説
明
会
は
、
昨
年
４
月

に
た
ら
の
き
代
で
、
同
11

月
に
田
代
、
馬
渡
地
区
で

開
か
れ
ま
し
た
。

開
催
通
知
が
、
「
焼
却

炉
更
新
」
説
明
会
と
記
述

し
て
い
た
め
、
関
心
が
持

た
れ
ず
、
各
会
場
と
も
参

加
が

人
に
も
満
た
な
か

10

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

今
年
２
月

日
に
住
民

10

か
ら
の
求
め
に
応
じ
、
再

度
の
説
明
会
が
田
代
地
区

で
開
か
れ
ま
し
た
。

再
度
の
説
明
会
で
は
、

会
社
側
は
、
地
元
の
反
対

の
声
が
あ
っ

て
も
法
的
手

続
き
を
経
て

進
め
る
と
の

こ
と
で
す
。

（
２
面
に
つ

づ
く
）
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▽
８
月

日
、
鶴
岡
市
平
和
の
集
い
に

10

参
加
。
江
戸
川
区
か
ら
の
学
童
疎
開
80

周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
「
疎
開
児

童
か
ら
の
手
紙
」
朗
読
と
「
山
疎
会
物

語
」
の
上
映
、
学
童
疎
開
マ
ッ
プ
の
展

示
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

終
戦
直
前
の
１
年
３
ヶ
月
程
の
期

間
、
４
３
０
０
人
も
の
子
ど
も
た
ち
が

家
族
と
離
れ
て
遙
か
遠
い
鶴
岡
に
疎

開
。
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
渋
柿

の
皮
を
拾
っ
て
食
べ
た
話
、
汽
車
の
線

路
に
耳
を
つ
け
て
「
こ
の
レ
ー
ル
は
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
い
る
東
京
に
繋
が

っ
て
い
る
ん
だ
」
と
言
っ
て
涙
を
流
し

た
女
の
子
の
話
し
等
々
、
空
腹
と
寂
し

さ
の
中
で
辛
い
日
々
を
送
っ
た
事
が
胸

に
迫
り
ま
し
た
。

▽

日
、
山
田
守
衆
議
院
山
形
３
区
予

15
定
候
補
、
鶴
岡
市
議
団
と
終
戦
記
念
日

街
宣
。

▽
９
日
、
県
立
加
茂
水
産
高
校
の
施
設

整
備
と
水
産
教
育
の
振
興
を
図
る
整
備

促
進
同
盟
会
に
出
席
。
実
習
船
鳥
海
丸

の
建
造
、
県
外
や
内
陸
の
生
徒
の
た
め

の
住
宅
や
交
通
の
確
保
等
が
課
題
と
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

同
校
入
学
者
は

年
間
で
３
分
の
１

15

に
激
減
（
令
和
６
年

人
）
、
２
学
科

21

２
学
級
が
１
学
科
（
水
産
科
）
１
学
級

に
な
り
、
教
職
員
定
数
削
減
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。私
は
こ
の
問
題
を
質
問
。

正
規
雇
用
減
・
非
常
勤
増
で
、
教
育
へ

の
影
響
に
懸
念
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

県
教
委
は
庄
内
農
業
と
一
緒
に
中
央

高
校
に
統
合
す
る
事
を
検
討
し
て
い
ま

す
が
、多
大
な
問
題
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

▽
同
校
が
本
県
唯
一
の
水
産
高
校
と
し

て
お
こ
な
う
、
豊
か
な
海
を
基
盤
と
し

た
教
育
は
魅
力
的
で
す
。
就
職
者
の
８

割
が
水
産
・
食
品
関
連
産
業
に
進
み
ま

す
が
、
引
き
続
き
、
教
育
条
件
充
実
に

よ
る
振
興
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）
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市議会９月定例会日程（予定）

※開会時刻は10：00です。

９月３日（火）本会議

（開会、提案説明、総括質問等）

５日（木）本会議（一般質問）

６日（金）本会議（一般質問）

９日（月）本会議（一般質問）

党市議団：13:00頃（予定）

１０日（火）決算特別委員会、予算特別委員会

１１日（水）常任委員会（総務）

１２日（木）常任委員会（市民文教）

１３日（金）常任委員会（厚生）

１７日（火）常任委員会（産業建設）

２６日（木）決算特別委員会、予算特別委員会

２７日（金）本会議（閉会）

☆請願締切り ８月２7日（火）午後１時

スーパー農道からの入口に案内

板がある



（
１
面
の
つ
づ
き
）

同
社
で
は
現
在
、
山
形

県
と
の
事
前
協
議
を
進
め

て
お
り
、
環
境
影
響
評
価

（
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・

Ｅ
Ｉ
Ａ
）
と
、
廃
棄
物
処

理
施
設
審
査
会
を
経
て
、

県
の
許
認
可
を
受
け
、
来

年
に
は
工
事
着
工
、
令
和

８
年
６
月
か
ら
新
施
設
の

稼
働
を
開
始
し
た
い
と
し

て
い
ま
す
。

住
民
説
明
会
の
資
料
に

よ
れ
ば
、
廃
棄
物
処
理
の

品
目
は
現
在
、
廃
プ
ラ
、

紙
・
木
・
繊
維
く
ず
、
動

植
物
性
残
さ
、
ゴ
ム
・
金

属
・
ガ
ラ
ス
く
ず
と
、
病

院
か
ら
の
感
染
性
廃
棄
物

の
９
種
類
で
す
。

新
施
設
で
は
、
こ
れ
に

燃
え
が
ら
、
汚
泥
、
廃
油

・
廃
ア
ル
カ
リ
、
動
物
死

体
の
５
種
類
が
加
わ
り
ま

す
。設

備
規
模
は
現
在
の
約

１
万
２
０
０
０
㎏
／
日
か

ら
、
６
倍
の
７
万
２
０
０

０
㎏
／
日
に
拡
大

さ
れ
、
敷
地
面
積

は
９
９
０
０
㎡

（
約
３
０
０
０
坪
）

に
な
り
ま
す
。

不
安
の
解
消
さ

れ
ず
署
名
運
動

に
田
代
地
区
で

は
、
計
画
の
見
直
し
を
求

め
る
住
民
の
署
名
運
動
が

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
理
由
と
し

て
、
新
施
設
は
田
代
た
め

池
に
隣
接
し
、
敷
地
の
雨

水
は
小
黒
川
に
放
流
さ

れ
、
農
業
用
水
と
し
て
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
、

産
業
廃
棄
物
が
、
現
在

も
敷
地
に
野
積
み
さ
れ
、

不
安
が
あ
る
、

処
理
品
目
と
規
模
の
大

幅
な
拡
大
は
、
大
気
中
の

排
出
ガ
ス
の
大
幅
な
増
大

と
な
り
、
周
辺
地
域
へ
の

蓄
積
が
懸
念
さ
れ
る
、

説
明
会
で
の
資
料
提
供

は
消
極
的
で
、
不
安
の
解

消
が
図
ら
れ
て
い
な
い
、

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

雨
水
は
川
に
流
れ
、
羽

黒
・
藤
島
地
域
も
影
響

鶴
岡
市
大
荒
の
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
の
場

合
、
埋
立
地
に
降
っ
た
雨

水
は
二
重
遮
水
シ
ー
ト
で

土
壌
に
染
み
出
さ
な
い
よ

う
に
し
、
水
処
理
施
設
で

処
理
し
た
後
に
、
公
共
下

水
道
に
放
流
さ
れ
、
環
境

に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う

配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
近
く
に

は
下
水
道
が
な
く
、
雨
水

は
そ
の
ま
ま
小
黒
川
に
流

れ
ま
す
。

小
黒
川
は
下
流
で
黒
瀬

川
、
さ
ら
に
藤
島
川
に
流

れ
、
羽
黒
・
藤
島
地
域
に

も
影
響
が
広
範
囲
に
及
び

ま
す
。

産
廃
施
設
で
の
焼
却
か

ら
出
る
排
出
ガ
ス
は
、
雨

水
に
混
じ
っ
て
川
に
流

れ
、
下
流
域
に
永
続
的
に

影
響
を
及
ぼ
す
と
し
た

ら
、
羽
黒
・
藤
島
地
域
で

も
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
8月8日入札分

・市道大東町6号線ほか1路線（深井戸5号井・19号井）消雪施設調査業務
（昭和町地内ほか）（入札5業者）
日本地下水開発(株) 6,250,000円（6,570,000円）期間～7/1/31（落札率95.13％）
・市道三和町遠賀原線(深井戸12号井)二重ケーシング設置工事（千石町地
内）（入札7業者うち1業者辞退）
日本地下水開発(株) 6,300,000円（6,620,000円）工期～10/11（落札率95.17％）
・谷定６号線道路改良工事（谷定地内）（入札2業者うち1業者辞退）
(株)菅興業 9,400,000円（9,450,000円）工期～12/20（落札率99.47％）
・橋梁点検業務（朝日・櫛引・羽黒・藤島管内）（入札4業者）
榎本・安野・三協技術設計共同体 代表者 (株)榎本測量設計事務所

20,300,000円（20,610,000円）期間～7/3/10（落札率98.50％）
・橋梁点検業務（本庁舎・温海管内）（入札4業者）
鈴木久・佐藤・国際航業設計共同体 代表者 (株)鈴木久測量設計事務所

30,700,000円（31,290,000円）期間～7/3/10（落札率98.11％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
8月8日入札分

・市立愛光園浴室改修工事（藤沢字軽井沢68番地）（入札6業者うち1業者
無効）
中野興建(有) 2,400,000円（2,780,000円）工期～11/11（落札率86.33％）

温海庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
8月8日入札分

・温海公園整備事業修正実施設計業務委託（湯温海地内）（入札27業者う
ち21業者辞退、1業者無効）
(株)三協技術 山形支店 3,500,000円（4,080,000円）

期間～7/3/14（落札率85.78％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
8月9日入札分

・下清水地内給水管移設工事（下清水地内）（入札5業者うち1業者辞退、1
業者欠席）
松田工業(株) 3,400,000円（3,440,000円）工期～11/15（落札率98.84％）

8月7日入札分
・笹花地内舗装復旧及び管閉塞工事（笹花地内）（入札3業者）
(株)三庄 7,500,000円（7,640,000円）工期～7/1/31（落札率98.17％）
・大岩川地内径150粍配水管移設工事（大岩川地内）（入札3業者うち2業者
辞退）
菅原建設(株) 10,330,000円（10,330,000円）工期～11/29（落札率100.00％）

8月6日入札分
・淀川町地内径100粍配水管更新工事（淀川町地内）（入札8業者）
山形空調(株) 45,400,000円（46,350,000円）工期～7/3/24（落札率97.95％）

8月2日入札分
・谷定、金谷地内径200、100粍配水管更新工事（谷定、金谷地内）（入札9
業者うち1業者辞退）
荘和設備工業(株) 43,800,000円（44,730,000円）工期～7/3/25（落札率97.92％）
・谷定地内径200、100粍配水管更新工事（谷定地内）（入札9業者）
日栄産業(株) 44,310,000円（45,220,000円）工期～7/3/25（落札率97.99％）

頭
宣
伝
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。「

５
年
間
で

兆
円
も

43

の
大
軍
拡
」
の
自
民
党
政

治
を
終
わ
ら
せ
、
平
和
を

守
り
抜
く
決
意
を
訴
え
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議

団
と
関
徹
県
議
、
３
区
予

定
候
補
の
山
田
ま
も
る
氏

は
、
終
戦
記
念
日
の
８
月

日
、
市
内
７
箇
所
で
街

15

桃寿荘の駐車場から見た現施設で、

焼却による煙が常時放出

大
雨
被
害
復
旧
費
用
３

・
７
億
円
専
決
処
分

７
月

日
の
大
雨
に
よ

25

る
被
害
の
迅
速
な
復
旧
及

び
被
災
者
へ
の
支
援
を
行

う
た
め
、
鶴
岡
市
は
９
日

付
け
で
、
一
般
会
計
補
正

予
算
の
専
決
処
分
を
行
い

ま
し
た
。

専
決
処
分
補
正
額
は
３

億
７
２
８
３
万
１
千
円
で

す
。


